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「ひろしま里山グッドアワード」の一般投票について 

 

１　要旨・目的 

　「ひろしま里山グッドアワード」は、中山間地域にあるものを生かして新しい価値の創

造につなげている取組を表彰し、地域活動に対するモチベーションの維持を図るとともに、

そのプロセスやノウハウを共有することによって、取組の更なる普及促進を図ることを目

的として、平成 30 年度から実施している。 

今年度についても、一次審査を通過した５件に関する一般投票を実施する。 

　 

２　現状・背景 

　「第Ⅱ期　広島県中山間地域振興計画」に基づき、全ての活力の源泉となる「人づく

り」を３つの施策の柱のひとつとして重点的に取り組んでいる。 

　「人づくり」を進めていく上では、県内の中山間地域ならではの多様な資源を生かした

取組について、期待される効果を可視化し、広く周知していくことによって、新たな活動

の創出や磨き上げにつなげていく必要がある。 

 

３　一般投票（二次審査）の概要 

 (1)　実施期間 

　　  令和７年９月 15日（月）～10月 31 日（金） 

 

(2)　方法 

　県民に対し、インターネットによる投票を実施 

　（昨年度の投票総数：6,526 票。うち大賞は 1,923 票獲得） 

 

(3)　賞の種類 

　　 最も投票数の多い取組を「さとやま未来大賞」、２番目に多い取組を「未来のたね賞」、

他３つを「入賞」とする。 

　 

 

資料番号 ５ 令和７年９月 16 日 

課　名　地域政策局地域力創造課 

担当者　課長　兼田 

内　線　2578



2

【一次審査を通過した取組（５件）】　　※エントリー順 

 
取組の名称及び概要

団体名 
［主な活動地域］

 
その他

 「おせっかい」を通じて人が減っていく地域から

『温かさ』と『可能性』が増える地域へ 

　地元中学校の授業の一環である「総合的な学習の

時間」を支援し、県内外の高校にクラウドファンデ

ィング講座やその伴走支援、児童館での体験活動や

学生による地域資源を活用した商品開発のサポー

ト等、子どもたちが地域と関わる多様な機会を創出

している。

地域法人 

おせっかいさん 

［三原市大和町］

 
鷺神社を中心とした 人がつながる「心の寄せ合う」

地方創生 

　神社を中心にして、地域のコミュニティを活性化

させることを目的に活動をしている。神職とは別に

『紡ぎ舎』を立ち上げ、イベントやマルシェ、風鈴

まつりを企画開催している。人と文化が行き交い、

支え合う地域の拠点となることを目指している。

紡ぎ舎 

［三次市］

 限界集落発世界へ　 

小さな田舎から大きなおいしいを届ける挑戦 

地域の田んぼを守り再生することを目的として、

米粉ドーナツ専門店と農村リトリート宿を開業。災

害ボランティアがきっかけで譲り受けた田で自然

栽培で米を育て、ドーナツに加工、米の価値を高め、

農村の資源を生かした新たな地域の魅力づくりに

挑戦している。

農ライファーズ 

株式会社 

［竹原市田万里町］ 

 こどもをまんなかに、地域の未来を育む 

「こどもをまんなかにまちをつくろうや」を合言

葉に、子育てや教育に関する活動に取り組む。活動

の軸は「子どもの教育」であり、幼児から若者まで

が安心して過ごし、学び、挑戦できる環境づくりを

進めている。地域の自然や人とのつながりを大切に

しながら、世代や立場を超え、地域が未来志向で語

り合える場づくりを目指し、活動を続けている。

NPO 法人 

むかいしま seeds 

［尾道市向島町］

 未利用材から価値を創る！木と人をつなぐものづ

くり 

木育トラックにより、森と街をつなぐ体験を提供

し、広島県産ヒノキや未利用の里山材、果樹や街路

樹などの「やまなみ材」を使った製品開発を行う。

低環境負荷でトレーサビリティが確立した材料に

よる地域材、従来無価値とされたネズミサシを活用

した商品開発も実施。福祉施設や地域の小さな事業

者とのサプライチェーン構築により、産業と福祉と

森が結び直される未来を目指す。

有限会社 

一場木工所 

［三次市］
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【参考：一次審査（書類審査）について】 

 

(4)　今後のスケジュール 

　10月 31 日（金）　一般投票を終了 

11 月 22 日（土）　和木地域ふれあい交流センター（三原市大和町※）にて表彰式を実施

※昨年度大賞受賞者の活動実施地域 

 

(5)　予算（単県） 

　　　3,068 千円 

 

(6)  その他（関連情報等） 

　　  ひろしま里山グッドアワード　専用ホームページ 

https://good-award.jp 

 応 募 期 間 令和７年５月 14 日（水）～令和７年６月 30 日（月）

 応 募 方 法 専用ホームページの応募フォームによる

 応 募 総 数 19 件

 一 次 審 査 ８月 20 日に審査員及び県による選考会を実施し、５件を選定

 

審 査 員

藻谷　浩介氏（株式会社 日本総合研究所 主席研究員） 

新里　カオリ氏（立花テキスタイル研究所 所長） 

指出　一正氏（株式会社ソトコト 代表取締役、『ソトコト』編集長）

https://good-award.jp

